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地
域
振
興
拠
点
の
整
備
と
新
し
い

産
業
の
育
成

川
越
駅
西
口
周
辺
で
は
、
県
と

共
同
し
て
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠

点
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
施
設
は
、
「
産
業
支

援
・
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
」

「
地
域
住
民
の
活
動
・
交
流
の
促

進
」「
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
施
設
整
備
に

よ
る
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。地

元
の
産
業
を
育
成
す
る
た

め
、
市
場
で
の
評
価
が
高
い
農
産

物
や
川
越
な
ら
で
は
の
特
産
品
を

「
川
越
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
商
品

化
を
促
進
し
、
地
場
産
品
の
普
及

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
企

業
と
大
学
や
公
的
機
関
が
交
流
す

る
こ
と
に
よ
り
、
製
品
開
発
な
ど

を
図
れ
る
環
境
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。

雇
用
の
促
進
と
労
働
環
境
の
改
善

団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
や
若

開
催
し
、
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

農
業
の
振
興

耕
地
面
積
や
農
業
産
出
額
な
ど

に
お
い
て
県
内
の
上
位
を
占
め
て

い
る
本
市
の
農
業
は
、
首
都
圏
に

お
け
る
新
鮮
な
野
菜
の
供
給
元
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
農
業
を

安
定
し
て
経
営
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
土
地
改
良
事
業
や
農
業

集
落
排
水
事
業
を
計
画
的
に
推
進

し
ま
す
。

地
元
の
農
産
物
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
学
校
給
食
な
ど
で
の

消
費
拡
大
や
直
売
所
で
の
販
売
を

通
じ
、地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
深
刻
化
す
る
農
業
の
担

い
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
規

模
拡
大
や
合
理
化
な
ど
に
よ
り
、

経
営
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
農
業

者
を
育
成
・
支
援
し
ま
す
。
加
え

て
、
地
域
で
共
同
し
て
農
業
生
産

を
行
う
組
織
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
担
い
手
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

が
そ
の
事
業
所
を
拡
張
す
る
た
め

の
基
盤
と
し
て
、
工
業
団
地
の
拡

張
・
整
備
を
図
り
ま
す
。

新
た
な
観
光
事
業
の
推
進

川
越
の
特
色
で
も
あ
る
観
光
事

業
は
、
多
種
多
様
な
業
種
と
の
か

か
わ
り
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
地
域

の
活
性
化
の
重
要
な
手
段
に
な
り

ま
す
。
川
越
ま
つ
り
な
ど
、
現
在

あ
る
観
光
事
業
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
新
河
岸
川
を
活
用
し
た
舟

運
事
業
や
伊
佐
沼
の
有
効
活
用
な

ど
、
新
た
な
観
光
事
業
を
企
画
・

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

多
く
の
人
々
に
小
江
戸
川
越
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た

観
光
情
報
の
提
供
や
、
外
国
語
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
す
。

ま
た
、
旅
行
業
者
に
も
積
極
的
に

働
き
か
け
、
年
間
一
千
万
人
の
観

光
客
の
誘
致
を
目
指
し
ま
す
。

観
光
環
境
の
整
備

川
越
を
訪
れ
る
観
光
客
の
安
全

と
市
内
中
心
部
の
交
通
渋
滞
を
緩

和
す
る
た
め
、
郊
外
型
駐
車
場
の

整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
川
越

と
そ
の
周
辺
地
域
な
ど
を
結
ん
だ

観
光
ル
ー
ト
を
充
実
し
、
広
域
観

光
を
推
進
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
政
策
企
画
課
政
策

担
当
・
℡
内
線
２
１
１
２

年
者
の
不
安
定
な
就
業
形
態
、
求

人
と
求
職
の
条
件
が
合
わ
な
い
な

ど
、
雇
用
を
め
ぐ
る
情
勢
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
就
労
機
会

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し

て
求
人
情
報
の
提
供
や
職
業
相
談

の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
市

内
の
大
学
や
企
業
と
協
力
し
て
職

業
能
力
を
高
め
る
た
め
の
講
座
を

商
業
の
振
興

商
業
の
振
興
で
は
、
小
売
店
と

大
型
商
業
施
設
と
の
共
存
共
栄
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

商
店
街
を
法
人
化
し
て
基
盤
を

強
化
し
、
高
齢
者
な
ど
へ
の
宅
配

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
支
援
を
通
じ
て

商
店
街
の
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
鏡
山
酒
造
跡
地
や
旧
織

物
市
場
な
ど
の
活
用
に
よ
り
、
に

ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

工
業
の
振
興

商
業
と
共
に
地
域
経
済
の
け
ん

引
役
を
担
っ
て
い
る
工
業
を
振
興

す
る
た
め
に
は
、
新
し
い
企
業
の

誘
致
や
既
存
の
中
小
企
業
の
育

成
・
強
化
が
必
要
で
す
。

本
市
へ
進
出
す
る
企
業
の
受
け

皿
と
し
て
、
ま
た
市
内
の
事
業
所

第
三
次
川
越
市
総

第
三
次
川
越
市
総

第
三
次
川
越
市
総
合
計
画

ひ
と
、
ま
ち
、

ひ
と
、
ま
ち
、

ひ
と
、
ま
ち
、
未
来
、
み
ん
な
で
つ
く
る
　
い
き
い
き

い
き
い
き

い
き
い
き
川
越

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
が
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
は
、「
第
四
章
　
に
ぎ
わ
い
に
満
ち
、
活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る
ま
ち-

産
業
・
観
光-

」
を
紹
介
し
ま

す
。
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市
で
は
、
行
政
改
革
を
い
っ
そ

う
推
進
す
る
た
め
に
「
川
越
市
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」（
計
画
期
間
＝

平
成
二
十
一
年
度
ま
で
）
を
策
定

し
ま
し
た
。

基
本
方
針
と
し
て

①
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組

み
②
新
た
な
行
財
政
運
営
シ
ス
テ
ム

の
構
築

③
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
プ
ラ
ン
は
、
全
体
の

数
値
目
標
を
次
の
と
お
り
設
定
し

て
い
ま
す
。

●
財
政
の
健
全
化
…
経
常
収
支
比

率
81
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

（
平
成
二
十
二
年
度
）

経
常
収
支
比
率
は
、
財
政
の
健

全
化
を
計
る
指
標
で
す
。
財
政
の

健
全
化
を
維
持
し
、
持
続
可
能
な

自
治
体
運
営
を
確
立
す
る
た
め

に
、
市
税
等
の
歳
入
の
確
保
、
人

件
費
等
の
経
常
経
費
の
削
減
を
図

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
十

六
年
度
に
83
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
の

経
常
収
支
比
率
を
、
81
・
０
パ
ー

セ
ン
ト
以
下
に
引
き
下
げ
る
こ
と

を
目
標
と
し
ま
す
。

＊
経
常
収
支
比
率
と
は
、
地
方
公

共
団
体
の
経
常
的
な
経
費
（
人
件

費
な
ど
）
の
た
め
に
、
経
常
一
般

財
源
（
市
税
な
ど
）
が
ど
れ
だ
け

充
当
さ
れ
た
か
を
示
す
指
標
。

●
人
件
費
の
抑
制
…
職
員
数
５
パ

ー
セ
ン
ト
削
減
（
百
二
十
人
削

減
）

人
件
費
の
抑
制
は
、
行
政
み
ず

か
ら
が
行
う
べ
き
基
本
的
な
改
革

で
す
。
人
件
費
抑
制
の
た
め
に
民

間
委
託
を
推
進
す
る
な
ど
し
て
、

昨
年
四
月
一
日
に
お
け
る
職
員
数

（
二
千
四
百
人
）
の
５
パ
ー
セ
ン

ト
に
相
当
す
る
百
二
十
人
を
、
平

成
二
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
削

減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

同
プ
ラ
ン
は
、
定
期
的
な
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
、
進
ち
ょ
く

状
況
を
管
理
し
て
公
表
し
ま
す
。

＊
同
プ
ラ
ン
は
次
の
場
所
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

閲
覧
場
所
…
行
政
管
理
課
（
本
庁

舎
四
階
）
・
出
張
所
・
公
民

館
・
図
書
館

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
行
政
管
理
課
行
政

管
理
担
当
・
℡
内
線
２
１
５
２

「
川
越
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定

経営戦略会議を設置
～健全で効率的な行財政運営を目指して～

政府の三位一体改革による地方に対する地方交付税の減少などにより、地方財政は厳しくなっています。

このような中、本市は市民の皆さんが安全で安心して生活できるよう、さまざまな施策を行うとともに、

効率的・効果的な行財政運営に努め、安定した市政を維持する必要があります。

このため本市では、自治体を経営するという観点から、知恵とくふうを凝らし、従来の枠にとらわれな

い新たな発想で課題を解決し施策を推進するため、３月15日に「川越市経営戦略会議」を設置しました。

この会議は、社会環境の変化が激しい中で、いかに迅速に課題を解決していくかが重要であることから、

市長・助役・市長室長などで構成し、機動性と迅速性を重視しています。また、個別の課題の検討につい

ては、中堅職員を中心としたプロ

ジェクトチームを編成し、職員の

熱意と創造力により短期間で集中

的に取り組んでいきます。さらに、

必要に応じて外部の有識者の意見

も取り入れていく予定です。

今年度の経営戦略会議では、

「川越市集中改革プラン」におい

て取り組む項目として位置づけて

いる、公有地の管理・処分、公共

工事の費用縮減などからスタート

し、今後左記の各課題を検討しま

す。

問い合わせ…政策企画課政策担
当・℡内線2112

受
益
者
負
担
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム

公
有
地
の
管
理
・
処
分
等
に
関
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

扶
助
費
関
連
の
支
出
の
見
直
し
に
関

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

公
共
工
事
に
か
か
わ
る
費
用
の
縮
減

に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

補
助
金
の
見
直
し
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム

観
光
客
一
千
万
人
誘
致
に
関
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

経営戦略会議


